
18,除 草済古の能率的散布法 (多 田ホース利用による)

1 背 景 と特徴

除草剤の散布は現在散粒機 (入 力用 )で の散布が主】こであるが、より有を率的 な散布法 と【′

て多 ロホース(パ イプダスター )の 利用法について検討とこころみた。

その結果実用に供 しうる性能が認められたので相準の参考に供 したい。

2 技 術内をド

11)パ イプダスター利用によって 10o当 りの性布時間は、 1分 前後で散粒機に比積 して 1

/10程 度の高能率である。

12)日 本植物調節研究協会の実用的とヒ準散布持度 (散 布ムラ )は 、変勧抹放で 35%以 内と

されていろが、供試機はいずれも募準内におきまり安用上問題がなか った。

(31 投下英量はオペ レーターの熟練度に左右されるので、 日票散布を正確に散布する必要が

ある。

3 普 及上の留者点

tユ)現 在市張されている除草剤散布用多 Bホ ースの長 さは 20れ 、 30れ の 2極 類で、これ

を従来の故布用の多臼ホースのように縮めて使用することは、散lj Aラが多 くなるのでさ

けること。

t2)風 の強い時は散布ムラが大きくなるため使用はさけること。子奈平均風度は 3～ 4舟 /

砂が限界である。

(3)多 田ホー八散布用の除革剤は粒径、社長がある範囲で揃 えられ除車網が類利され、こつ

京別に従 って散布歳の散布詰元が定められているので、諸元に基づいて使用す こ,じ
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百 作 業条件および作業締度、能率

穀草調査(7月 8日 )(全 登生ワラすきこみ水田)
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